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藤
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四
）

―

元
禄
元
年
か
ら
元
禄
十
年
ま
で勝

又　

基＊

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
戊
辰　

七
十
二
歳

○
二
月
、
懶
斎
著
『
徒
然
草
摘
議
』
刊
。

【『
徒
然
草
摘
議
』】

　

大
本
三
巻
三
冊
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
刊
記
「
貞
享
五
戊
辰
暦
／
二
月
吉
旦

／
堀
川
通
六
角
下
ル
西
坪
町
／
栗
山
伊
右
衛
門
板
行
」。
序
①
…
藤
井
理
定
漢
文
序

「
徒
然
草
摘
議
序
」。
序
記
「
歳
在
巴

強
圉
単
閼ニ
蚤

坤
月ノ

之
望
藤
井
理
定
叔
観
滌ク
巴

筆ヲ

于

菊
痕ニ
蚤

」。
序
②
…
内
題
の
あ
と
に
無
署
名
序
あ
り
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
序

題
・
序
記
な
い
が
自
序
と
思
わ
れ
る
。

　

作
者
に
つ
い
て
、
藤
井
理
定
（
象
水
）
序
に
は
「
未
だ
何
人
の
手
に
出
る
こ
と
を

知
ら
ず
」
と
不
明
の
よ
う
に
書
く
。
し
か
し
写
本
随
筆
『
睡
余
録
』
で
は
自
著
と
し

て
挙
げ
、
ま
た
生
前
か
ら
『
元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録
』
に
は
す
で
に
「
三　

同
摘
疑　

藤
井
蘭
斎
作
」
と
あ
る
。
作
者
は
懶
斎
で
間
違
い
な
い
。
こ
の
事
は
拙
稿
「『
仮
名

本
朝
孝
子
伝
』
の
一
側
面
」（「
雅
俗
」
第
八
号
〈
平
成
十
三
年
一
月　

雅
俗
の
会
〉）

で
も
述
べ
た
。

　

さ
て
該
書
は
、『
徒
然
草
』
の
章
段
に
対
し
、
道
義
的
な
面
か
ら
批
判
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。
自
序
に
よ
れ
ば
、
長
男
が
病
を
得
て
、
経
業
に
た
ゆ
ん
で
『
徒
然

草
』
を
枕
元
で
読
ん
で
い
た
。
世
に
も
て
は
や
さ
れ
る
の
も
理
解
で
き
る
が
、
中
に

は
読
ま
な
い
で
欲
し
い
と
思
う
箇
所
も
多
い
。
そ
こ
で
そ
う
し
た
章
段
二
十
七
を
採

り
上
げ
て
、
自
分
の
意
見
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
該
書
の
思
想
面
に
つ
い

て
は
川
平
敏
文
「
徒
然
草
を
め
ぐ
る
儒
仏
論
争　

―

江
戸
前
期
文
芸
思
潮
一
斑
」

（「
雅
俗
」
第
八
号
〈
平
成
十
三
年
一
月　

雅
俗
の
会
〉）
が
、『
野
槌
』
以
来
の
徒
然

草
注
釈
書
の
展
開
の
中
で
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
川
平
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

の
徒
然
草
注
釈
書
の
三
教
一
致
思
想
的
な
傾
向
や
文
芸
的
解
釈
に
対
し
、
再
び
思

想
・
道
徳
的
な
見
地
か
ら
反
論
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
羅
山
『
野

槌
』
に
比
べ
る
と
よ
り
「
好
色
」「
垣
間
見
」
な
ど
、
日
常
道
徳
的
な
問
題
に
多
く

の
言
を
費
や
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
同
「『
徒
然
草
大
全
』
の
到
達
点
」（「
雅
俗
」

第
五
号
〈
平
成
十
年
一
月　

雅
俗
の
会
〉）
に
も
、
好
色
を
戒
め
る
と
い
う
意
識
に

お
け
る
他
注
釈
書
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
指
摘
し
て
い
る
。

○
五
月
、
懶
斎
著
『
国
朝
諫
諍
録
』
刊
。

【『
国
朝
諫
諍
録
』】

　

大
本
二
巻
二
冊
。
漢
文
。
自
序
「
国
朝
諫
諍
録
序
」
と
し
て
「
貞
享
丁
卯
中
秋
穀

旦
／
伊
蒿
子
滕
臧
季
廉
叙
」。
跋
文
は
題
な
く
「
歳
次
丁
卯
秋
九
月
日
／
少
男
藤
井

理
定
謹
識
」。
早
印
本
の
刊
記
「
貞
享
五
龍
集
戊
辰
仲
夏
日
／
武
城
書
林　

万
屋
清

兵
衛
／
洛
下
書
林　

梅
村
弥
左
衛
門
／
同　

犬
飼
猪
兵
衛
／
寿
梓
」。
都
立
中
央
図
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二
〇
一
一
年

書
館
加
賀
文
庫
本
（
加
賀
文
庫
／
1 

1 

2 

3 

0
）
で
は
、
書
肆
名
の
う
ち
犬
飼
猪
兵

衛
の
下
に
墨
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
所
見
本
は
全
て
同
板
だ
が
、
下
巻
十
七
丁
裏
一

行
目
頭
の
文
字
が
「
儀
」「
議
」
と
な
る
異
同
が
あ
る
。「
儀
」
と
す
る
内
閣
文
庫
本

（
二
六
七
／
二
五
）
な
ど
が
早
印
本
で
あ
る
。
求
板
本
に
、
梅
村
弥
左
衛
門
単
肆
本

（
刊
記
「
貞
享
五
龍
集
戊
辰
仲
夏
日
／
洛
下
書
林　

梅
村
弥
左
衛
門
／
寿
梓
」。
八
戸

市
立
図
書
館
蔵
本
〈
図
三
／
八
七
〉）
な
ど
が
あ
る
。

　

該
書
は
日
本
の
歴
史
か
ら
諫
諍
者
、
す
な
わ
ち
主
君
を
諫
め
た
人
物
を
集
め
た
も

の
で
あ
る
。
野
見
宿
禰
、
壱
伎
直
真
根
子
と
い
っ
た
『
日
本
書
紀
』
の
登
場
人
物
か

ら
黒
田
如
水
、
六
角
義
郷
と
い
っ
た
戦
国
時
代
の
人
物
ま
で
、
計
三
十
七
章
か
ら
成

る
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
次
男
の
理
定
（
象
水
）
が
校
閲
に
当
た
っ
た
と
い
う

（
跋
文
）。

　

序
文
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
多
い
諫
輔
（
諫
め
補
佐
す
る
人
）
は
日
本
に
お
い
て
も

少
な
く
な
い
筈
で
、
そ
れ
を
集
め
て
欲
し
い
と
い
う
客
の
望
み
に
応
じ
た
の
で
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
、
後
に
【
鳩
巣
・
木
斎
往
復
書
簡
】
で
見
る
限
り
で
は
、
懶
斎
自

身
に
も
幕
府
へ
進
言
し
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
を
考
慮
す

る
と
、『
国
朝
諫
諍
録
』
が
単
に
客
の
求
め
に
応
じ
て
成
っ
た
も
の
と
片
付
け
て
し

ま
う
訳
に
も
い
か
な
い
。

　

懶
斎
著
書
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
内
、
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
は
先
の
『
本
朝
孝

子
伝
』
と
該
書
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
該
書
に
は
挿
絵
が
な
い
。
ま
た
巻
上
の
二

「
大
伴ト
モ
ノ

建タ
ケ

日ヒ
ノ

臣ヲ
ム

」
に
は
「
臧
未
だ
熱
田
本
紀
を
閲
せ
ず
。
此
の
事
、
之
を
西
峯
松
下

氏
に
得
た
り
」（
原
漢
文
）
と
、
松
下
見
林
の
名
が
見
え
る
。
懶
斎
の
京
都
に
お
け

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
窺
え
る
一
文
で
あ
る
。

【
家
族
〈
三
〉
長
男
・
革
軒
】

　

先
に
懶
斎
の
娘
の
死
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
懶
斎
に
は
ほ
か
に
二
人
の
息
子
が
い

た
。

　

長
男
は
革
軒
。
字
子
剛
、
諱
敬
節
。
革
軒
は
号
。
長
子
で
あ
る
こ
と
は
『
睡
余

録
』
に
「
長
子
敬
曰
」
と
あ
る
所
よ
り
判
明
す
る
。

　

懶
斎
『
徒
然
草
摘
議
』（
貞
享
五
年
〈
一
六
八
八
〉
刊
）
自
序
に
「
わ
が
太
郎
な

る
子
、
此
ご
ろ
わ
づ
ら
ふ
事
侍
て
、
し
ば
ら
く
経け
い

業げ
う

に
た
ゆ
み
、
た
ゞ
つ
れ
〴
〵
草

を
な
む
枕
の
も
と
に
ひ
ら
き
を
け
り
」
と
あ
る
の
は
彼
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ

う
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
懶
斎
が
書
い
た
書
簡
（『
扶
桑
名
賢
文
集
』
巻
五
所

載
「
答
長
岡
恭
斎
書
」）
に
は
、「
昆
（
引
用
者
注
…
兄
の
意
）
は
武
城
に
在
り
」

（
原
漢
文
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
江
戸
に
住
ん
で
い
た
ら
し
い
。

　

貝
原
益
軒
『
雑
記　

陽
』（
記
事
年
次
不
明
）
に
「
懶
斎
子
藤
井
敬
節
／
下
長
者

町
千
本
東
入
北
か
は
」
と
あ
る
の
は
彼
の
居
所
を
記
す
も
の
で
あ
る
が
、【
居
所

〈
三
〉
千
本
】
に
記
し
た
通
り
懶
斎
と
同
居
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
懶

斎
の
鳴
滝
隠
棲
後
、
千
本
の
住
居
を
預
か
っ
た
も
の
か
。

　

職
業
は
医
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
大
江
文
城
『
本
邦
儒
学
史
論
攷
』（
昭
和
十
九

年
七
月　

全
国
書
房
）
第
八
篇
第
一
章
に
は
、「
子
革
軒
、
字
は
敬
節
、
真
邊
氏
を

冒
し
て
医
者
を
業
と
し
」
と
、
父
の
医
業
を
継
い
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
吉
田
秀
文

『
閑
暇
漫
録
』（
寛
政
三
年
跋
、
写
本
。
高
橋
昌
彦
氏
蔵
）
に
掲
載
さ
れ
る
伊
蒿
子

「
与
二
子　

四
十
四
韻
」
と
い
う
漢
詩
も
参
考
に
な
る
。
こ
の
詩
は
医
者
が
患
者
を

全
て
助
け
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
と
述
べ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
言
う
（
原
漢
文
）。

我
一
た
び
茲
を
思
ふ
て
よ
り　
　

日
に
針
氈
に
座
す
る
が
ご
と
し

遂
に
乃
ち
寸
匕
を
投
じ　

侯
門
臂ひ
ぢ

を
擅
ほ
し
い
ま
まに

し
て
還
る

如
今
窮
巷
を
跧ふ

む　

釜
甑
動や
や

も
す
れ
ば
烟
を
絶
つ

身
を
奉
る
こ
と
是
の
ご
と
し
と
雖
へ
ど
も　

心
に
在
て
は
則
ち
妟
然

爾
等
旧
業
に
復か

へ
る　

我
豈
に
悁え
ん

々
た
ら
ざ
ら
ん
や

「
臂
を
擅
に
し
て
」
は
医
者
を
辞
め
る
こ
と
か
。
こ
の
連
は
懶
斎
が
久
留
米
藩
医
を

辞
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
妟
然
」
は
や
す
ら
か
な
さ
ま
。「
悁
々
」
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勝
又　

基

は
う
れ
え
悲
し
む
さ
ま
。
つ
ま
り
久
留
米
藩
医
を
辞
し
て
京
都
に
戻
っ
て
か
ら
は
、

貧
し
い
な
が
ら
も
心
は
安
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
人
の
子
が
自
分
の
旧
業
す
な

わ
ち
医
業
に
就
い
て
し
ま
い
憂
え
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら

兄
弟
は
と
も
に
医
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

墓
は
藤
井
懶
斎
と
同
じ
鳴
瀧
の
西
寿
寺
に
存
す
る
。
墓
碑
に
「（
表
）
革
軒
真
子

剛
之
墓
」「（
裏
）
姓
真
邊
氏
諱
敬
節
／
字
子
剛
号
革
軒
／
宝
永
六
年
（
引
用
者
注
…

一
七
〇
九
）
五
月
十
七
日
没
」
と
あ
り
没
年
が
判
明
す
る
。
懶
斎
の
没
後
、
さ
ほ
ど

経
た
ず
に
没
し
た
計
算
に
な
る
。

【
家
族
〈
四
〉
次
男
・
象
水
】

　

次
男
は
藤
井
象
水
。
通
称
団
平
、
名
理
定
、
字
叔
観
。
象
水
は
号
。『
先
哲
叢
談
』

が
「
象
水
は
懶
斎
の
長
子
な
り
」（
原
漢
文
）
と
す
る
の
は
誤
り
。
あ
と
で
見
る

『
前
編
鳩
巣
先
生
文
集
』
に
「
象
水
は
伊
蒿
先
生
の
長
子
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
の
を

襲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

先
に
兄
弟
が
と
も
に
医
者
で
あ
っ
た
と
記
し
た
が
、
象
水
に
関
す
る
資
料
を
探
す

と
、
医
者
よ
り
も
儒
者
・
軍
学
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
。『
長
沼
家

学
伝
系
』（
国
会
図
書
館
蔵
写
本
）
に
「
藤
井
団
平　

京
都
ノ
儒
者
ナ
リ
。
初
澹
斎

ニ
親
炙
ス
。
後
土
岐
ニ
従
テ
学
ヒ
許
可
ニ
至
ル
。
先
師
ヲ
葬
祭
ス
ル
時
、
礼
儀
ヲ
司

ル
コ
ト
ヲ
任
ス
ト
云
々
」
と
あ
る
。
長
沼
澹
斎
に
兵
学
を
学
び
、
澹
斎
の
死
後
は
土

岐
光
春
の
門
弟
と
な
り
、
彼
か
ら
長
沼
流
兵
学
の
免
許
を
受
け
た
ら
し
い
。
澹
斎
の

葬
祭
を
取
り
仕
切
っ
た
と
い
う
の
は
、
儒
式
の
葬
祭
二
礼
の
有
職
を
わ
か
り
や
す
く

記
し
た
『
二
礼
童
覧
』
の
著
者
で
あ
る
藤
井
懶
斎
の
次
男
と
し
て
興
味
深
い
所
で
あ

る
。

　

ま
た
、
懶
斎
の
父
の
著
作
に
よ
く
名
前
が
見
え
る
の
も
特
長
で
あ
る
。『
徒
然
草

摘
議
』（
貞
享
五
〈
一
六
八
八
〉
年
二
月
）
に
は
序
を
寄
せ
て
お
り
、『
国
朝
諫
諍

録
』（
元
禄
元
〈
一
六
八
八
〉
年
五
月
刊
）
で
は
跋
を
寄
せ
る
ほ
か
、
校
訂
に
も
携

わ
っ
た
と
言
う
。
父
の
命
に
よ
り
、
臼
田
畏
斎
の
行
状
も
記
し
た
と
い
う
（
元
禄
三

年
〈
一
六
九
〇
〉
の
条
参
照
）。

　

元
禄
八
年
に
懶
斎
が
書
い
た
書
簡
（『
扶
桑
名
賢
文
集
』
巻
五
所
載
「
答
長
岡
恭

斎
書
」）
に
は
、「
季
は
定
れ
る
居
無
し
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
。『
本
邦
儒
学
史
論

攷
』
は
、「
別
に
漂
泊
子
の
号
が
あ
り
、
詩
文
に
長
じ
て
い
た
」
と
す
る
の
を
併
せ

て
考
え
る
と
、
漂
白
の
癖
が
あ
っ
た
も
の
か
。
宮
川
忍
斎
『
槎
行
記
』（
写
本
）
に

よ
れ
ば
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
月
、
忍
斎
が
藩
主
に
従
っ
て
京
都
に
立
ち

寄
っ
た
際
、
千
本
の
懶
斎
邸
を
訪
れ
て
し
ば
し
座
を
囲
ん
だ
。
そ
の
時
の
記
事
に

「
…
…
と
其
子
の
象
水
も
と
も
に
い
ひ
あ
へ
り
」
と
あ
る
。
こ
の
時
は
同
席
し
て
い

た
ら
し
い
。

　

象
水
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
元
禄
十
年
【
鳩
巣
・
木
斎
往
復
書
簡
】
の
項
に
掲
載

し
た
書
簡
②
で
評
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
兵
学
や
天
下
国
家
を
論
じ
る
こ

と
が
好
き
で
あ
り
、
父
の
友
人
に
嫌
わ
れ
て
い
た
が
、
気
に
掛
け
な
い
、
と
い
う
人

物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
じ
く
性
質
に
関
す
る
記
事
が
龍
野
藩
儒
・
股
野
玉
川
の
随

筆
『
幽
蘭
堂
随
筆
』（
た
つ
の
歴
史
文
化
資
料
館
蔵
。
請
求
記
号
…
文
学
六
）
に
見

え
る
。
こ
れ
は
「
高
山
仲
縄
（
＝
彦
九
郎
）
話
」
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
二
条
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る

○
藤
井
蘭
斎
が
子
団
平
と
曰
し
は
、
正
敷
平
将
門
風
の
男
ニ
而
、
党
類
も
余
程

有
之
。
箱
根
を
三
度
通
行
、
其
時
の
詩
に
、「
王
者
三
タ
ビ
過
レ
ド
モ
皆
不
知
」

ト
い
ふ
句
ア
リ
と
云
々
。
後
熱
病
ニ
テ
相
果
候
由
。

示
す
方
向
は
室
鳩
巣
の
評
す
る
と
こ
ろ
と
同
じ
、
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

墓
石
は
父
と
同
じ
く
西
寿
寺
に
あ
り
、
表
面
に
「
象
水
子
滕
翁
観
之
墓
」
刻
さ
れ

て
い
る
。
没
年
は
未
詳
だ
が
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）【『
常
磐
木
』】
の
項
に
記

し
た
と
お
り
、
遅
く
と
も
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
は
没
し
て
い
た
ら
し
い
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
十
九
号　

二
〇
一
一
年

○
十
一
月
、
懶
斎
著
『
二
礼
童
覧
』
刊
。

【『
二
礼
童
覧
』】

　

半
紙
本
二
巻
二
冊
。
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
文
。
早
印
本
の
刊
記
「
元
禄
元
戊
辰
歳

十
一
月
吉
祥
日
／
西
村
孫
右
衛
門
開
板
」（
岡
山
県
立
博
物
館
閑
谷
学
校
旧
蔵
書
、

国
会
図
書
館
本
〈
一
三
九
／
二
〉
他
）。
序
題
な
く
序
記
「
万
治
三
年
七
月
日
」。
所

見
本
は
全
て
同
板
。
後
印
本
に
、
森
田
長
左
衛
門
求
板
本
（
岩
瀬
文
庫
本
ほ
か
）、

中
川
茂
兵
衛
求
板
本
（
国
会
図
書
館
本
〈
一
二
七
／
一
〉、
無
窮
会
織
田
文
庫
本
ほ

か
）、
須
原
屋
茂
兵
衛
求
板
本
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
本
〈
Ｇ
二
六
／
四
五
八
〉）

等
が
あ
る
。

　

該
書
の
内
容
は
序
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

葬さ
う

祭さ
い

の
二
礼
、
世
の
な
ら
は
し
の
ま
ゝ
な
る
は
、
あ
ま
り
に
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
ず

覚
え
侍
れ
ば
、
朱し
ゆ

文ぶ
ん

公こ
う

の
『
家か

礼れ
い

』
の
お
も
か
げ
、
い
さ
ゝ
か
家
に
あ
ら
ま
ほ

し
く
て
、
ひ
そ
か
に
み
づ
か
ら
、
か
の
書
を
抄せ
う

略り
や
くし
、
俗ぞ
く

語ご

に
か
へ
、
俗
礼
を

ま
じ
へ
、
婦ふ

女
児ぢ

童ど
う

の
と
も
が
ら
ま
で
、
是
を
よ
み
見
て
、「
か
ば
か
り
の
事

は
よ
く
な
し
て
ん
」
と
お
も
へ
ら
む
や
う
に
と
書
つ
く
。
終つ
い

に
此
ふ
た
巻ま
き

と
な

り
ぬ
。
よ
り
て
名
づ
け
て
『
二
礼
童ど
う

覧ら
ん

』
と
な
ん
い
ふ
。

要
す
る
に
、
世
の
中
の
葬
祭
に
儒
式
の
要
素
を
加
え
た
い
と
考
え
て
『
家
礼
』
の
要

点
を
分
か
り
や
す
く
記
し
た
書
物
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

他
の
多
く
の
懶
斎
著
仮
名
書
き
刊
本
と
同
様
に
、
こ
れ
も
書
物
自
身
に
は
藤
井
懶

斎
の
署
名
は
見
え
な
い
。
し
か
し
【
近
世
の
藤
井
懶
斎
伝
】
に
引
用
し
た
『
月
下

記
』
④
に
懶
斎
の
著
書
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
懶
斎
作
と
認
識
さ
れ
て

い
た
ら
し
い
。【
懶
斎
著
作
と
署
名
】
の
項
で
記
し
た
通
り
、
後
に
挙
げ
る
享
保
六

年
の
藤
井
懶
斎
著
述
目
録
、『
元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録
』
に
も
懶
斎
著
作
と
さ
れ
て

い
る
。
西
村
孫
右
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
の
著
作
だ
と
考
え

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
七
月
の
項
に
は
、
該
書
の
写
本
の
存
在
と
署
名
に
つ
い

て
記
し
て
お
い
た
。
該
書
も
『
蔵
笥
百
首
』
と
同
様
、
久
留
米
藩
医
時
代
に
著
し
た

写
本
が
刊
本
化
さ
れ
た
著
作
群
の
一
つ
で
あ
る
。

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
己
巳　

七
十
三
歳

□
正
月
、
梅
塢
散
人
著
『
婦
人
養
草
』
刊
。
該
書
の
後
印
本
は
の

ち
に
懶
斎
作
と
仮
託
さ
れ
る
。

　

梅
塢
散
人
著
『
婦
人
養
草
』
は
大
本
五
巻
十
冊
。
刊
記
「
元
禄
二
己
巳
歳
五
月
上

澣
日
／
書
林
／
洛
陽　

梅
村
弥
右
衛
門
／
賀
陽　

塚
本
治
兵
衛
／
同　

半
兵
衛
」。

自
序
末
に
は
「
貞
享
第
三
の
冬
、
我
す
む
国く
に

の
白し
ら

根ね

の
雪ゆ
き

に
漱
く
ち
す
ゝ
ぎ

金
沢
の
水
に
盥
見

る
石い
し

を
鳴な
ら

し
鹿し
か

の
毛け

を
松ま
つ

の
烟け
ぶ
りに
そ
め
て
み
だ
り
に
犀さ
い

川か
わ

の
菊き
く

花く
わ

水す
い

に
書
な
が
し

つ
」
と
あ
る
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
、
雑
纂
的
に
全
百
七
十
話
を
集
め
た
女
性

教
訓
書
で
あ
る
。
和
漢
の
故
事
・
説
話
を
多
く
用
い
、
挿
絵
も
付
す
。
該
書
の
翻

刻
・
解
題
は
吉
本
直
嗣
編
『
や
し
な
ひ
草
』（
平
成
十
年
十
二
月　

私
家
版
）
が
備

わ
る
。
著
者
・
梅
塢
散
人
は
加
賀
で
三
百
石
を
受
け
た
藩
士
・
村
上
武
右
衛
門
。
元

禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
没
し
て
い
る
（『
加
能
郷
土
辞
彙
』
ほ
か
）。

　

し
か
し
該
書
が
寛
政
十
三
年
（
一
八
〇
一
）
正
月
、
大
坂
海
部
屋
勘
兵
衛
か
ら
求

版
修
訂
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
際
、
藤
井
懶
斎
の
作
と
仮
託
さ
れ
た
。
所
見
の
東
京

国
立
博
物
館
本
（
大
本
一
冊
。
と
七
六
〇
〇
）
は
見
返
し
に
「
藤
井
懶
斎
先
生
著
／

婦
人
養
草　

全
／
法
橋
玉
山
画
」
と
す
る
。
ま
た
裏
見
返
し
に
貼
ら
れ
た
無
署
名
跋

に
は
、此

や
し
な
ひ
草
は
中
頃
の
大
儒
藤
井
懶
斎
先
生
み
づ
か
ら
の
息
女
に
示
さ
れ
し
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藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
四
）　　
　

勝
又　

基

教
訓
な
り
。
其
こ
と
ば
や
は
ら
か
に
し
て
か
た
よ
ら
ず
、
し
か
も
あ
や
ま
り
を

誡
む
る
事
を
ご
そ
か
な
り
。
実
に
婦
女
子
の
手
な
ら
し
て
、
曇
り
な
き
宝
の
鑑

に
准
ら
ふ
べ
き
ふ
み
な
る
べ
し
。

と
、
懶
斎
の
執
筆
意
図
ま
で
も
が
、
ま
こ
と
し
や
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
期
の

懶
斎
が
、
教
訓
本
の
世
界
で
は
仮
託
す
る
に
足
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
事
例
で
あ
る
。

　

こ
の
寛
政
十
三
年
修
訂
本
は
、
懶
斎
に
仮
託
し
た
だ
け
で
な
く
、
元
禄
期
の
教
訓

本
を
寛
政
期
ら
し
い
体
裁
に
す
る
た
め
、
も
と
の
版
木
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
加
え
て

い
る
。
目
録
を
挿
絵
入
り
の
も
の
に
差
し
替
え
、
挿
絵
を
岡
田
玉
山
の
も
の
に
差
し

替
え
、
章
題
番
号
を
通
し
番
号
に
し
て
一
冊
本
ら
し
く
し
、
痛
ん
だ
版
は
彫
り
直
す

な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
こ
の
二
書
を
比
較
す
る
と
、
古
い
版
木
再
生
の
仕

組
み
が
大
変
よ
く
分
か
っ
て
面
白
い
。

○
九
月
、
懶
斎
著
『
大
和
為
善
録
』
刊
。

【『
大
和
為
善
録
』】

　

大
本
三
巻
三
冊
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
刊
記
「
元
禄
二
己巳

年
九
月
吉
日　

西

村
孫
右
衛
門
蔵
板
」（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
、
三
庚
図
書
館
本
、
東
北
大
学

狩
野
文
庫
本
な
ど
）。
自
序
「
つ
ち
の
え
た
つ
の
秋
の
末
つ
か
た
よ
も
ぎ
が
杣そ
ま

人
み

づ
か
ら
是
を
い
ひ
て
此
ふ
み
つ
く
る
む
ね
を
の
ぶ
と
ぞ
」。

　
「
よ
も
ぎ
が
杣
人
」
と
い
う
他
に
は
見
え
な
い
署
名
で
あ
る
。
し
か
し
①
「
よ
も

ぎ
」
が
懶
斎
の
号
「
伊
蒿
子
」
の
「
蒿
」
を
訓
読
み
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

②
懶
斎
関
係
以
外
に
ほ
と
ん
ど
出
版
物
が
無
い
西
村
孫
右
衛
門
刊
で
あ
る
。
③
『
元

禄
五
年
刊
書
籍
目
録
』「
仮
名
和
書
」
の
部
に
「
四　

大
和
爲
善
録　

藤
井
蘭
斎
」

と
あ
る
。
④
【
懶
斎
の
著
作
目
録
】
の
項
で
見
た
通
り
、
享
保
元
年
刊
『
蔵
笥
百

首
』
所
載
「
藤
井
懶
斎
先
生
作
目
録
」
で
も
懶
斎
著
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。
な
ど
の

点
よ
り
懶
斎
作
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

自
序
に
は
該
書
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
記
さ
れ
て
い
る
。

中
に
も
大
明
永
楽
の
す
べ
ら
み
こ
と
、
み
づ
か
ら
え
ら
び
あ
つ
め
さ
せ
給
ひ
し
、

『
為
善
陰
隲
』
ぞ
、
こ
と
に
あ
は
れ
は
ふ
か
き
。
…
…
中
略
…
…
こ
れ
に
よ
り

て
、
此
ふ
み
世
に
ひ
ろ
く
つ
た
へ
ま
ほ
し
き
を
、
か
ら
の
本
の
ま
ゝ
に
て
は
市

町
野
山
の
い
や
し
き
が
よ
ま
ざ
ら
む
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
此
ご
ろ
ひ
そ
か
に
倭

語
に
う
つ
し
か
へ
、
其
さ
ま
を
絵
に
あ
ら
は
し
、
つ
い
で
に
又
類
お
な
じ
く
て
、

こ
と
ふ
み
に
見
え
た
る
を
も
、
こ
れ
か
れ
く
は
へ
ま
し
、
末
に
は
こ
れ
ら
の
人

の
中
に
求
め
え
た
る
を
な
ん
、
し
る
し
ぬ
。
人
の
伝
、
す
べ
て
六
十
に
ひ
と
つ

を
か
く
。
又
伝
の
し
り
へ
ご
と
に
、
ひ
そ
か
に
を
の
が
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
て
、
評

論
に
か
た
ど
る
。
巻
は
わ
か
ち
て
み
つ
と
な
し
、
名
づ
け
て
『
や
ま
と
為
善

録
』
と
い
ふ
。

明
・
永
楽
帝
編
『
為
善
陰
隲
』
十
巻
の
中
か
ら
世
に
広
め
た
い
章
段
を
、
和
語
に
改

め
、
絵
を
付
し
た
。
さ
ら
に
「
こ
と
ふ
み
」
す
な
わ
ち
他
書
か
ら
同
様
の
人
物
を
加

え
、
末
に
は
日
本
の
人
物
か
ら
集
め
た
も
の
を
記
し
た
と
い
う
。
上
巻
最
終
章
「
張

孝
基
」
章
題
下
に
は
「
以
上
為
善
陰
隲
の
内
」
と
あ
っ
て
、『
為
善
陰
隲
』
か
ら
採

っ
た
の
が
上
巻
の
二
十
八
人
の
み
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
中
巻
第
一
章
「
王
義

方
」
の
章
題
下
に
は
「
是
よ
り
下
は
『
太
平
御
覧
』『
事
文
類
従
』『
廸
吉
録
』
な
ど

い
ふ
書
の
中
よ
り
と
り
ぬ
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
か
ら
採
ら
れ
た
十
八
章
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
下
第
一
章
「
淳
和
皇
后
」
章
題
下
に
は
「
是
よ
り
下
は
本
朝

よ
り
と
れ
り
」
と
あ
る
。
下
巻
全
十
三
話
に
掲
載
さ
れ
た
人
物
の
時
代
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
十
「
不
破
民
部
」
で
は
「
植
木
交
庵
か
た
る
」、
同
十
一
で
は
「
橋
本

松
斎
」
で
は
「
中
素
軒
か
た
る
」
な
ど
と
、
書
物
か
ら
の
情
報
で
は
な
く
聞
書
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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〇
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年

　

さ
て
該
書
は
刷
り
と
改
版
を
重
ね
た
よ
う
だ
。
調
査
不
十
分
な
が
ら
そ
の
概
要
を

の
べ
て
お
こ
う
。
後
印
本
に
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
大
坂
安
井
弥
兵
衛
求
板
本

の
ほ
か
、
そ
の
書
肆
名
を
削
っ
て
「
安
永
三
年
甲
午
正
月
吉
日　

大
坂　

心
斎
橋
塩

町　

原
平
兵
衛
板
」
の
奥
付
を
付
し
た
も
の
が
あ
る
（
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
本
）。

ま
た
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
二
月
に
は
「
陰
隲
伝
」
と
改
め
た
改
題
本
が
出
さ
れ

た
（
所
見
本
青
森
県
立
図
書
館
本
。
三
巻
三
冊
。
江
戸
西
村
源
六
他
三
肆
。
外
題

「
和
漢
人
物
陰
隲
伝　

画
入　

上
（
〜
下
）」）。
こ
の
諸
本
に
は
匡
郭
が
な
い
。
ま
た
「
文

政
丙
戌
（
文
政
九
年
〈
一
八
二
六
〉）
覆
板
／
和
漢
陰
隲
伝
／
江
戸
本
石
町
十
軒
店

万
笈
堂
英
平
吉
」
の
見
返
し
を
持
つ
本
（
八
戸
市
立
図
書
館
本
）、
同
じ
見
返
の
書

肆
名
が
「
江
戸
中
橋
広
小
路
町　

西
宮
弥
兵
衛
板
」
と
な
っ
て
い
る
本
（
東
京
大
学

中
央
図
書
館
本
）
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
『
和
漢
陰
隲
伝
』
の
題
で
改
版
本
が
刊
行

さ
れ
る
（
半
紙
本
三
巻
三　

冊
。
江
戸
西
宮
弥
兵
衛
他
五
肆
）。
そ
の
さ
い
安
貴
多

善
民
の
序
が
加
え
ら
れ
、
挿
絵
が
葛
飾
北
斎
画
に
改
め
ら
れ
る
。
ま
た
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
七
月
に
は
、『
和
漢
陰
隲
伝
』
天
保
十
一
年
改
版
本
の
板
木
を
用
い
て

『
訓
導
必
携
修
身
伝
』
と
改
題
さ
れ
る
（
東
京
学
芸
大
学
望
月
文
庫
本
）。

　

こ
の
よ
う
に
『
和
漢
為
善
録
』
は
、
明
治
期
に
至
る
ま
で
形
を
変
え
て
長
い
期
間

読
ま
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
懶
斎
の
著
書
の
う
ち
で
も
っ
と
も
広
く
読
ま
れ
た
書
物
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
庚
午　

七
十
四
歳

○
春
、
稲
生
恒
軒
『
い
な
ご
草
』
に
序
を
寄
せ
る
。
こ
の
頃
ま
で

に
千
本
へ
転
居
す
る
。

　

次
項
参
照
。

○
五
月
、
稲
生
恒
軒
著
、
懶
斎
序
『
い
な
ご
草
』
刊
。

　

所
見
本
内
閣
文
庫
本
は
半
紙
本
一
巻
一
冊
。
も
と
は
二
冊
本
か
。
漢
字
平
仮
名
交

じ
り
文
。
刊
記
「
元
禄
三
庚
午
年
五
月
吉
日　

西
村
孫
右
衛
門
開
板
」。
序
①
（
自

序
）
…
序
題
「
螽
斯
艸
序
」
と
し
て
序
記
「
元
禄
三
年
三
月
十
五
日
若
水
稲
義
宣
義

書
」。
序
②
（
藤
井
懶
斎
序
）
…
「
螽い
な
ご

草
序
」
と
し
て
序
記
「
元
禄
か
の
え
午
の
春

伊
蒿
子
埜
丈
筆
を
に
し
の
京
ち
も
と
の
桜
が
陰か
げ

に
そ
め
侍
る
」。

　

該
書
は
出
産
に
つ
い
て
の
平
仮
名
教
訓
書
で
あ
る
。「
一　

胎
教
」「
二　

保
養
」

「
三　

臨
産
」「
四　

産
後
」「
五　

治
療
」「
六　

祈
禱
」「
七　

通
論
」
の
七
章
か

ら
な
り
、
産
前
産
後
に
気
を
つ
け
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
総
合
的
に
分
か
り
や
す
く

記
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
・
稲
生
恒
軒
は
、『
古
今
墨
蹟
鑑
定
便
覧
』（
嘉
永
七
年
〈
一
八
五
四
〉
刊
）

巻
下
に
よ
れ
ば
、
名
正
治
、
字
見
茂
。
浪
花
の
人
。
医
術
を
古
林
見
宜
に
学
ん
だ
後
、

江
戸
に
出
て
永
井
君
に
仕
え
る
。
宮
津
藩
へ
の
転
封
に
も
従
い
、
学
舎
で
吏
民
を
教

示
し
た
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）、
病
に
よ
り
故
郷
浪
花
に
帰
り
、
同
八
年
（
一

六
八
〇
）、
七
十
一
歳
で
没
し
た
と
い
う
。

　

懶
斎
に
序
を
依
頼
し
て
来
た
の
は
そ
の
息
・
稲
生
若
水
。
加
賀
藩
に
元
禄
六
（
一

六
九
三
）
年
か
ら
仕
え
始
め
、『
庶
物
類
纂
』
の
作
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
後
年
、

室
鳩
巣
は
若
水
宛
書
翰
の
中
で
懶
斎
に
言
及
し
て
い
る
（
元
禄
十
六
年
〈
一
七
〇

三
〉
の
項
参
照
）。

　

成
立
に
つ
い
て
、
序
②
に
は
「
翁お
き
なの
塚ち
よ

嗣う
じ

若
水
子
、
や
つ
が
れ
と
相
し
れ
り
。
来

り
て
い
は
く
、『
い
な
ご
く
さ
、
も
し
と
る
所
あ
り
と
せ
ば
、
ね
が
は
く
ば
序じ
よ

つ
く

れ
』
と
」
と
あ
り
、
懶
斎
序
は
若
水
の
申
し
出
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
事
が
分
か
る
。
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藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
四
）　　
　

勝
又　

基

し
か
し
懶
斎
は
序
を
寄
せ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
序
①
で
は
「
先
生
（
引

用
者
注
…
懶
斎
）
拒
ま
ず
。
乃
ち
叙
を
為
り
、
且
つ
門
を
分
ち
、
類
を
別
ち
、
統
属

す
る
所
有
ら
し
む
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
通
り
、
本
文
の
分
類
整
理
に
も
関
わ
っ
た

ら
し
い
。
ま
た
西
村
孫
右
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
所
を
見
る
と
、
懶
斎
が
出
版

の
口
き
き
を
し
た
事
も
考
え
ら
れ
る
。

【
居
所
〈
三
〉
千
本
】

　
『
い
な
ご
草
』
に
懶
斎
が
寄
せ
た
序
に
は
「
伊
蒿
埜
丈
筆
を
に
し
の
京
ち
も
と
の

桜
が
陰
に
そ
め
侍
る
」
と
、
居
所
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。
ま
た
【
家
族
〈
四
〉
次

男
・
象
水
】
の
項
で
も
見
た
が
、
宮
川
忍
斎
『
槎
行
記
』
元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）

年
の
記
事
に
は
「
ゆ
き
〳
〵
て
千
本
の
ほ
と
り
な
る
懶
斎
の
ぬ
し
を
と
ひ
侍
り
し
に
、

…
中
略
…
名
残
な
が
ら
西
の
京
を
出
て
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
懶
斎
の
居
所
は
「
千

本
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
居
所
が
千
本
周
辺
に
あ
っ
た
事
が
分
か
る
。

　

貝
原
益
軒
『
雑
記　

陽
』（
記
事
年
次
不
明
）
に
は
長
子
・
敬
節
の
住
所
が
「
懶

斎
子
藤
井
敬
節
／
下
長
者
町
千
本
東
入
北
か
は
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
具
体
的
な
番

地
が
明
ら
か
に
な
る
。

○
十
月
七
日
、
臼
田
畏
斎
没
。
懶
斎
そ
の
行
状
に
後
序
を
寄
せ
る
。

　
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』「
宝
塔
寺
」
の
項
に
墓
石
に
関
す
る
記
事
あ
り
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
表
面
に
「
臼
田
畏
斎
之
墓
」、
裏
面
に
「
新
月
貞
寒
信
士
、
元
禄
三
年
十
月

七
日
没
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。『
先
哲
叢
談
後
編
』
巻
二
「
臼
田
畏
斎
」
の

章
に
よ
れ
ば
、
名
可
久
、
通
称
五
郎
左
衛
門
。
畏
斎
は
号
。
本
姓
は
坂
口
氏
。
備
前

の
人
。
享
年
四
十
六
歳
。
父
の
禄
を
襲
っ
て
備
前
に
仕
え
て
い
た
が
、
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
に
故
あ
っ
て
禄
を
辞
し
、
京
都
に
住
む
。
懶
斎
や
中
村
惕
斎
ら
と
交

わ
っ
た
。

　

畏
斎
の
没
後
、『
月
下
記
』
巻
二
「
臼
田
畏
斎
」
に
、

嗚
呼
惜
い
か
な
天
年
を
仮
さ
ず
し
て
、
知
命
の
年
だ
に
致
ら
ず
終
れ
り
。
学
友

葬
り
を
営
み
、
東
山
霞
の
谷
松
の
木こ

陰か
げ

の
苔
地
に
埋
み
、
埋
れ
ぬ
其
名
ば
か
り

ぞ
残
り
し
。
其
行
状
、
藤
井
懶
斎
父
子
書
述
、
伏
江
惕
斎
、
小
原
季
忠
の
後
語

あ
り
。
余
も
物
学
び
に
京
師
に
遊
び
数
ヶ
月
有
し
時
、
其
親
み
に
惜
れ
て
、
痛

て
悲
く
侍
る
な
り
。

と
あ
る
。
畏
斎
の
没
後
に
書
か
れ
た
行
状
の
執
筆
に
懶
斎
父
子
が
関
わ
っ
た
ら
し
い
。

臼
田
畏
斎
の
行
状
は
未
見
だ
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
柴
田
稿
に
は
、「
友
人
た
ち

が
藤
井
懶
斎
に
行
状
の
執
筆
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
懶
斎
は
畏
斎
の
友
人
で
も
あ
っ

た
息
子
の
理
定
に
代
わ
り
に
書
か
せ
、
自
ら
は
後
序
を
書
き
、
惕
斎
に
も
附
語
を
求

め
て
い
る
」（
七
十
八
頁
）
と
の
言
及
が
あ
る
。

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
癸
酉　

七
十
七
歳

△
こ
の
頃
、『
竹
馬
歌
』
刊
行
さ
れ
る
か
。

【『
竹
馬
歌
』】

　

該
書
は
教
訓
的
な
和
歌
百
三
首
を
集
め
た
和
歌
集
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
人
は
唯

い
と
け
な
き
よ
り
誠
し
く
た
ゞ
し
き
道
を
見
聞
て
ぞ
よ
き
」「
武
（
も
の
の
ふ
）

士
の
身
に
は
か
き

ら
ず
人
と
し
て
猛
き
こ
ゝ
ろ
の
な
か
る
べ
き
や
は
」「
山
つ
く
り
花
植
小
鳥
飼
ふ
ひ

と
は
昼
寝
の
隙
に
碁
を
や
う
つ
ら
ん
」
な
ど
、
一
般
的
な
生
活
道
徳
に
つ
い
て
詠
ん

だ
も
の
を
集
め
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
た
諸
本
で
最
も
早
い
も
の
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

刊
の
『
教
訓
竹
馬
歌
』（
大
本
一
巻
一
冊
）
で
あ
る
。
刊
記
「
安
永
三
年
甲
午
五
月

吉
旦
／
浪
華
書
林　

心
斎
橋
筋
塩
町
東
側　

田
原
屋
平
兵
衛
繡
梓
」。
無
署
名
序
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
十
九
号　

二
〇
一
一
年

（
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
）、
漢
文
跋
（
末
尾
に
「
木
由
己
書
」
と
の
み
）
あ
り
。
挿

絵
二
葉
を
付
す
。
版
面
は
安
永
期
の
も
の
と
考
え
て
大
過
な
さ
そ
う
だ
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
と
い
う
時
期
に
こ
の
項
を
立
て
た
理

由
は
、
井
上
敏
幸
氏
蔵
『
竹
馬
歌
』
写
本
の
識
語
（
享
保
十
一
年
三
月
二
十
二
日
、

府
下
黙
散
人
記
）
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

竹
馬
の
歌
は
藤
井
懶
斎
先
生
述
る
処
也
。
元
禄
む
と
せ
の
比
、
既
に
梓
に
え
り
、

師
の
火
災
に
其
板
や
か
れ
て
、
今
は
見
る
事
稀
也
。
華
府
の
井
狩
翁
、
年
比
此

歌
を
た
う
と
べ
る
あ
ま
り
、
其
家
の
童
児
・
つ
ぶ
ね
ま
で
に
、
当
に
う
た
は
せ

て
相
す
ゝ
む
（
下
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
『
竹
馬
歌
』
に
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊
本
が
あ
っ
た
ら
し
い

の
で
あ
る
。
こ
の
元
禄
六
年
刊
『
竹
馬
歌
』
に
つ
い
て
、
書
籍
目
録
で
は
全
く
確
認

が
取
れ
な
い
が
、『
蔵
笥
百
首
』
享
保
六
年
求
板
本
に
付
さ
れ
た
広
告
「
藤
井
懶
斎

先
生
目
録
」（【
懶
斎
の
著
作
目
録
】
の
項
参
照
）
に
は
確
か
に
「
竹
馬
歌
一
冊
」
と

載
っ
て
い
る
。
や
は
り
早
く
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
元

禄
六
年
刊
本
の
出
現
を
待
ち
た
い
。

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
乙
亥　

七
十
九
歳

○
四
月
、
鳴
滝
の
懶
斎
宅
に
大
高
坂
芝
山
が
訪
れ
、
仁
斎
『
語
孟

字
義
』
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
る
。
こ
の
頃
か
ら
鳴
滝
の
妙
光

寺
別
墅
に
隠
棲
す
る
か
。

　
『
適
従
録
』
下
巻
「
答
高
慎
夫
書
」（
元
禄
八
年
〈
一
六
九
五
〉
九
月
十
一
日
付
）

に
、
惕
斎
と
懶
斎
の
『
語
孟
字
義
』
に
関
す
る
反
応
が
載
る
。
四
月
に
、
京
都
に
遊

ん
だ
芝
山
は
あ
る
公
家
（「
一
槐
門
」
と
あ
る
）
の
家
で
『
語
孟
字
義
』
を
目
に
し

た
。
そ
の
足
で
鳴
滝
の
懶
斎
を
訪
ね
て
『
語
孟
字
義
』
に
つ
い
て
話
す
と
、
懶
斎
は

「
後
進
の
為
に
当
に
正
説
し
て
邪
誕
を
遏た

つ
べ
し
」
と
、
厳
し
く
仁
斎
説
を
避
難
し

た
と
い
う
（
柴
田
稿
二
十
四
頁
に
も
言
及
有
り
）。

【
居
所
〈
四
〉
鳴
滝
隠
棲
】

　

右
に
見
た
大
高
坂
芝
山
『
適
従
録
』
下
巻
「
答
高
慎
夫
書
」
に
よ
れ
ば
、
芝
山
は

「
遂
に
鳴
滝
村
へ
行
き
、
隠
者
藤
井
懶
斎
を
尋
ぬ
」
と
、
懶
斎
を
鳴
滝
に
訪
ね
て
い

た
。
懶
斎
が
鳴
滝
に
隠
棲
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
所
見
の
言
説

で
は
こ
れ
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。

　

鳴
滝
の
ど
こ
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
元
禄
八
年
（
一
六
九

五
）
秋
に
交
わ
さ
れ
た
長
岡
恭
斎
、
懶
斎
往
復
書
簡
（
該
当
項
参
照
の
こ
と
）
が
参

考
に
な
る
。
こ
こ
で
恭
斎
は
懶
斎
の
居
所
に
つ
い
て
、

抑
々
叟
の
隠
棲
、
北
野
を
去
て
已こ
の
か降
た
、
何
の
許
を
詳
に
せ
ず
。
潜
に
雅
丈

（
引
用
者
注
…
中
邨
浄
胖
）
の
言
に
依
て
、
始
て
識
得
た
り
、
北
山
妙
光
禅
刹

の
別
墅
に
驥
伏
せ
る
こ
と
を
、

と
記
し
て
い
る
。「
北
山
妙
光
禅
寺
」
す
な
わ
ち
妙
光
寺
と
は
、
京
都
市
右
京
区
宇

多
野
上
ノ
谷
町
に
あ
る
臨
済
宗
建
仁
寺
派
の
寺
院
。
江
戸
初
期
、
檀
家
の
豪
商
糸
屋

宗
貞
の
子
打
它
公
書
が
再
興
し
、
現
在
の
建
物
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』）。
長
岡
恭
斎
に
よ
れ
ば
、
懶
斎
は
そ
の
別べ
つ

墅し
よ

（
別
宅
）

に
隠
れ
住
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

妙
光
寺
の
別
墅
と
は
ど
こ
か
。
ま
た
懶
斎
は
な
ぜ
鳴
滝
に
隠
棲
し
た
の
か
。
そ
の

理
由
を
窺
う
上
で
『
仲
氏
語
録
』
の
次
の
記
事
は
参
考
に
な
る
。

○
二
月
十
日
、
和
伯
立
ト
共
ニ
西
山
懶
斎
先
生
ヲ
問
フ
。
懶
翁
曰
、「
我
ガ
此

山
ニ
来
ル
所
以
ハ
、
祖
先
ノ
墓
処
、
此
山
ノ
近
辺
泉
浣
（
勝
又
注
…
泉
谷
西
寿

寺
）
ニ
ア
リ
。
京
ニ
在
時
、
毎
忌
日
ニ
墓
参
ス
。
寺
僧
曾
テ
云
ク
、『
吾
子
、

老
身
ニ
シ
テ
屢
墓
参
ニ
労
ス
。
幸
ニ
寺
内
空
庵
ア
リ
。
是
ニ
寓
宿
シ
マ
ジ
キ
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ヤ
』
ト
。
又
市
朝
静
処
ア
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
山
中
ノ
閑
寂
、
境
ト
心
ト
相
契
テ

心
身
養
ハ
ル
ヽ
ニ
シ
カ
ズ
。
故
ニ
此
二
ケ
條
ノ
故
ヲ
以
テ
、
此
ニ
来
栖
メ
リ
」。

こ
れ
に
よ
れ
ば
妙
光
寺
の
別
墅
と
は
、
寺
内
の
空
庵
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
懶
斎

は
、
忌
日
ご
と
に
祖
先
の
墓
参
に
来
て
い
て
僧
か
ら
寺
内
の
空
庵
を
勧
め
ら
れ
た
と

い
う
。

　

鳴
滝
の
隠
棲
は
常
に
一
人
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
息
子
と
同
居
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
ら
し
い
。
室
鳩
巣
「
答
遊
佐
次
郎
右
衛
門
第
三
書
」（
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉

二
月
二
月
十
六
日
）
に
「
団
平
、
父
と
仁
和
寺
の
傍
に
同
居
す
」（
原
漢
文
）
と
あ

る
。「
仁
和
寺
の
傍
」
は
こ
の
妙
光
寺
別
墅
と
考
え
て
よ
い
が
、
次
男
の
象
水
（
団

平
）
と
の
同
居
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
れ
ま
で

の
千
本
の
住
宅
を
引
き
払
っ
て
は
い
な
い
ら
し
い
事
で
あ
る
。【
居
所
〈
三
〉
千
本
】

に
も
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
宮
川
忍
斎
が
千
本
に
懶
斎
を
訪
ね
た
記
事
を
掲

載
し
た
。
二
人
の
子
と
共
用
し
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

や
や
後
の
資
料
に
な
る
が
、
上
に
掲
載
し
た
『
都
名
所
図
会
』（
安
永
九
年
〈
一

七
八
〇
〉
刊
）
巻
六
所
載
「
鳴
滝
妙
光
寺　

泉
谷
西
寿
寺　

法
蔵
寺
」（
掲
載
図
は

『
新
修
京
都
叢
書
』
よ
り
）
の
図
は
、
懶
斎
隠
棲
の
さ
ま
を
想
像
す
る
の
に
大
変
有

用
で
あ
る
。
右
面
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
が
妙
光
寺
。
懶
斎
は
こ
の
寺
内
の
一
庵

に
隠
棲
し
た
。
そ
し
て
左
面
の
左
上
に
あ
る
の
が
懶
斎
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
る
西
寿

寺
。
懶
斎
は
忌
日
ご
と
に
こ
の
山
道
を
登
っ
て
祖
先
の
墓
所
に
参
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

【
西
寿
寺
の
再
興
】

　

現
在
西
寿
寺
の
懶
斎
墓
周
辺
は
整
理
さ
れ
て
お
り
、
懶
斎
の
墓
の
左
側
に
五
つ
の

墓
石
が
並
ぶ
。『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
を
参
考
に
し
な
が
ら
見
る
と
、
こ
の
う
ち
最

も
右
側
に
あ
る
の
が
次
男
・
象
水
の
墓
で
あ
り
、
そ
の
左
隣
に
あ
る
の
が
長
男
・
革

軒
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
閑
唱
寺
蔵
「
当
寺
略
系
譜
」
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二
〇
一
一
年

（
前
出
）
を
参
考
に
す
る
と
、
さ
ら
に
二
つ
の
墓
の
主
を
明
ら
か
に
で
き
る
。
革
軒

の
左
に
あ
る
「
了
学
律
師
之
墓
」
と
あ
る
墓
石
は
、
懶
斎
の
妹
聟
で
あ
る
京
都
閑
唱

寺
の
第
十
二
世
住
職
の
も
の
。
さ
ら
に
そ
の
左
に
あ
る
「
了
妙
禅
尼
」
と
あ
る
墓
石

は
、
早
世
し
た
了
学
の
娘
の
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
懶
斎
ゆ
か
り
の
墓
石
が
、
こ
う
も
数
多
く
西
寿
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
懶
斎
の
家
系
に
求
め
る
事
が
で
き
る
よ
う
だ
。
西

寿
寺
蔵
の
由
緒
書
（
寛
延
元
〈
一
七
四
八
〉
年
閏
十
月
成
。
八
文
字
屋
八
右
衛
門

作
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
改
行
は
私
に
施
し
た
。

　
　

乍
恐
奉
申
上
候

一
、
元
和
年
中
ニ
、
俗
名
北
出
嘉
兵
衛
、
法
号
三
観
入
心
と
申
仁
、
和
泉
谷
ヲ

少
々
買
得
致
、
西
寿
院
と
申
、
隠
遁
致
居
被
申
候
。
寛
永
四
年
、
曾
祖
父
も
人

数
内
ニ
而
、
山
ヲ
求
添
被
申
候
。
則
沽
券
状
奉
入
上
覧
ニ
候
。

其
後
寛
永
八
年
に
、
右
入
心
往
生
被
致
、
甥
ニ
俗
名
北
出
太
郎
右
衛
門
、
法
号

為
三
と
申
仁
、
被
譲
候
。

此
為
三
、
身
持
不
宜
。
仏
地
ヲ
遊
楽
之
地
ニ
被
致
候
故
、
近
郷
悪
ミ
候
而
、
為

三
江
之
往
来
之
人
ニ
は
狼
藉
等
致
候
ニ
付
、
住
家
ニ
不
成
申
、
荒
宅
と
成
有
之

候
処
、
私
曾
祖
父
浄
観
、
三
条
法
林
寺
袋
中
和
尚
ヲ
帰
依
仕
罷
在
候
。
右
入
心

も
袋
中
和
尚
帰
依
被
致
、
後
生
友
と
申
ニ
而
、
俗
人
ニ
而
有
之
候
節
よ
り
、
親

ク
罷
在
候
ニ
付
、
和
泉
谷
江
も
慕
参
候
而
、
念
比
ニ
有
之
候
故
、
右
荒
宅
之
儀
、

為
三
と
相
談
之
上
ニ
而
、
浄
観
少
々
ニ
而
為
三
よ
り
買
得
仕
、
三
条
法
林
寺
袋

中
和
尚
ヲ
招
請
仕
、
念
仏
之
地
ニ
弘
シ
テ
、
泉
谷
山
西
寿
寺
と
被
改
候
。

但
シ
寛
永
十
四
年
ニ
而
候
。
此
年
数
書
有
之
候
。
過
去
帳
御
座
候
。
此
由
緒
を

以
、
私
方
は
法
林
寺
ヲ
表
寺
と
仕
、
曾
祖
考
共
ニ
西
寿
寺
江
葬
申
候
。

其
上
祠
堂
銀
勘
定
之
儀
は
袋
中
和
尚
よ
り
代
々
吟
味
役
ヲ
仕
、
古
帳
ニ
も
勘
定

ニ
連
判
仕
罷
在
候
。
以
上
。

　
　

寛
延
元
年
辰 

八
文
字
屋

　
　
　
　
　
　

閏
十
月 

八
右
衛
門
（
印
）　

御
奉
行
様

右
之
通
御
尋
ニ
付　

御
公
儀
様
江
奉
差
上
置
候
也

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
西
寿
寺
は
一
時
廃
れ
て
い
た
。
し
か
し
寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）

年
、
八
右
衛
門
の
曾
祖
父
で
あ
る
浄
観
な
る
人
物
と
三
観
入
心
（
北
出
嘉
兵
衛
）
な

る
人
物
と
が
買
い
取
り
、
帰
依
す
る
三
条
法
林
寺
の
袋
中
和
尚
を
招
請
し
て
泉
谷
山

西
寿
寺
と
改
称
し
、
再
興
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

西
寿
寺
を
買
い
取
っ
た
二
人
の
う
ち
、
浄
観
と
い
う
人
物
は
先
に
見
た
「
閑
唱
寺

蔵
『
当
時
略
系
譜
』
に
よ
る
懶
斎
の
兄
弟
関
係
」
に
見
え
る
名
前
で
あ
る
。
浄
観
は
、

藤
井
懶
斎
の
弟
（
一
説
に
兄
）
で
あ
る
八
文
字
屋
八
右
衛
門
の
法
号
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
こ
の
西
寿
寺
は
、
藤
井
懶
斎
の
兄
弟
で
あ
る
八
文
字
屋
八
右
衛
門
が
再
興
に
深

く
か
か
わ
っ
た
寺
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
藤
井
懶
斎
の
一
族
が
こ
の
地
に
葬
ら
れ
て
い

る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
縁
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
訳
で
あ
る
。

○
秋
、
京
都
の
儒
者
長
岡
恭
斎
か
ら
書
簡
来
る
。
懶
斎
返
書
す
る
。

　

す
で
に
何
度
か
言
及
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
が
、『
扶
桑
名
賢
文
集
』（
元
禄
十
一

〈
一
六
九
八
〉
年
）
巻
五
に
長
岡
恭
斎
と
懶
斎
と
の
往
復
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

藤
井
懶
斎
が
中
邨
浄
胖
な
る
人
物
を
遣
わ
し
て
長
岡
恭
斎
の
父
へ
見
舞
い
を
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
長
岡
恭
斎
か
ら
の
礼
状
と
、
そ
れ
に
対
す
る
返
事
と
の
二
通
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
中
に
年
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
懶
斎
か
ら
の
書

簡
中
に
「
嗚
呼
行
年
七
十
有
九
」
と
あ
り
、
こ
の
年
だ
と
判
る
。
季
節
を
秋
と
し
た

の
は
恭
斎
か
ら
の
書
簡
中
に
「
涼
気
時
に
若
て
頃
ろ
涼
爽
を
覚
ふ
」
と
あ
る
の
に
よ

る
。
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元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
丙
子　

八
十
歳

△
正
月
、
中
村
惕
斎
、
懶
斎
八
十
歳
を
賀
し
て
詩
を
作
る
。

　
『
惕
斎
先
生
文
集
』
巻
二
に
、「
丙
子
正
月
寿
懶
斎
先
生
八
十
歳
」
と
し
て
「
高
臥

幽
窓
謝
世
塵
／
喬
松
凌
雪
幾
回
春
／
何
須
御
宴
受
鳩
杖
／
山
水
相
宜
寿
楽
人
」
と
あ

る
。□

十
月
十
五
日
、
遊
佐
木
斎
、
室
鳩
巣
宛
書
簡
で
懶
斎
を
「
篤
行

の
君
子
」
と
評
す
る
。

　

木
斎
・
鳩
巣
に
よ
る
懶
斎
評
の
は
じ
ま
り
。
元
禄
十
年
、【
鳩
巣
・
木
斎
往
復
書

簡
】
の
項
参
照
。

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
丁
丑　

八
十
一
歳

□
正
月
、『
本
朝
廿
四
孝
』
刊
。『
仮
名
本
朝
孝
子
伝
』
の
海
賊
版
。

　

半
紙
本
三
巻
三
冊
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
刊
記
「
元
禄
十
丁
丑
年
正
月
吉
旦

／
平
野
屋
／
松
倉
宇
兵
衛
開
板
」。
序
跋
、
著
者
名
等
な
い
が
、
刊
記
脇
に
「
絵
師

鳥
井マ
マ

庄
兵
衛
」
と
あ
る
。

　

該
書
は
懶
斎
『
仮
名
本
朝
孝
子
伝
』
か
ら
二
十
四
話
を
選
び
、
各
章
に
独
自
の
挿

絵
を
付
し
て
一
部
の
書
と
し
た
、
い
わ
ば
海
賊
版
で
あ
る
。
拙
著
『『
本
朝
孝
子
伝
』

本
文
集
成
』（
平
成
二
十
二
年
三
月　

明
星
大
学
）
に
翻
刻
し
、
解
題
を
付
し
た
の

で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
。

□
二
月
十
六
日
、
室
鳩
巣
、
遊
佐
木
歳
宛
書
簡
に
て
懶
斎
を
評
す
。

　

元
禄
十
年
、【
鳩
巣
・
木
斎
往
復
書
簡
】
の
項
参
照
。

□
六
月
十
八
日
、
遊
佐
木
斎
、
室
鳩
巣
宛
書
簡
で
再
び
懶
斎
を
評

す
。

【
鳩
巣
・
木
斎
往
復
書
簡
】

　

こ
の
時
期
、
室
鳩
巣
と
遊
佐
木
斎
と
い
う
二
人
の
儒
者
が
、
書
翰
で
懶
斎
の
人
物

を
論
じ
合
っ
て
い
る
。
室
鳩
巣
は
『
駿
台
雑
話
』『
鳩
巣
小
説
』
な
ど
で
知
ら
れ
る

朱
子
学
者
。
の
ち
に
幕
府
の
儒
官
と
な
る
が
、
こ
の
当
時
は
加
賀
藩
儒
だ
っ
た
。
い

っ
ぽ
う
遊
佐
木
斎
は
闇
斎
学
者
で
、
当
時
は
仙
台
藩
儒
で
あ
っ
た
。
共
に
当
時
三
十

八
歳
で
あ
り
、
藤
井
懶
斎
と
は
四
十
年
以
上
あ
と
の
世
代
で
あ
る
。

　

こ
の
往
復
書
簡
は
『
前
編
鳩
巣
文
集
』『
日
本
道
学
淵
源
続
録
』
な
ど
で
す
で
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、『
日
本
思
想
大
系
』
十
四
「
貝
原
益
軒
・
室
鳩
巣
」
で
本
文

が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
依
っ
て
ま
と
め
直
し
て
お
く
。
両
者
の
間
で
懶

斎
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
言
及
が
あ
る
の
は
、

①
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
十
月
十
五
日
、
遊
佐
木
斎
「
室
直
清
に
答
ふ
る
第
二

書
」

②
元
禄
十
年
（
一
六
八
七
）
二
月
十
六
日
、
室
鳩
巣
「
遊
佐
次
郎
左
衛
門
に
答
ふ

る
第
三
書
」

③
同
年
六
月
十
八
日
、
遊
佐
木
斎
「
室
直
清
に
答
ふ
る
第
三
書
」

の
三
書
翰
で
あ
る
。

　

①
で
木
斎
は
、
鳩
巣
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
原
漢
文
、
以
下
同

じ
）。
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二
〇
一
一
年

又
聞
く
、
京
師
に
藤
井
懶
斎
な
る
も
の
あ
り
と
。
年
七
十
有
余
。
初
名
は
真
辺

仲
庵
。
操
軒
・
惕
斎
の
友
と
す
る
所
な
り
。
嘗
て
『
本
朝
孝
子
伝
』、『
諫
諍

録
』
を
著
す
。
そ
の
志
趣
の
善
、
文
藻
の
美
、
ま
た
多
く
見
え
た
り
。
頃こ
の
ごろ

我

が
友
上
山
泰
清
、
盛
ん
に
そ
の
人
と
為な

り
を
称
す
。
そ
の
二
書
の
如
き
、
愚
を

以
て
見
れ
ば
、
則
ち
ま
ま
議
す
べ
き
も
の
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
蓋
し
ま
た
篤
行

の
君
子
な
り
。
前
書
に
こ
れ
を
遺わ
す

る
。
故
に
今
こ
れ
に
及
ぶ
。
足
下
ま
た
聞
く

こ
と
あ
ら
ば
、
異
日
示
し
及
ぼ
さ
れ
よ
。

木
斎
は
、
上
山
泰
清
な
る
人
物
が
懶
斎
を
さ
か
ん
に
誉
め
て
い
る
事
を
記
し
、
自
ら

も
懶
斎
の
著
書
に
若
干
の
異
論
を
感
じ
な
が
ら
も
「
篤
行
の
君
子
」
だ
と
し
て
い
る
。

京
都
で
米
川
操
軒
や
中
村
惕
斎
ら
に
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
木
斎
が
藤
井
懶
斎
を
よ
く

知
ら
な
か
っ
た
と
は
意
外
だ
が
、
こ
こ
で
の
書
き
方
は
明
ら
か
に
面
識
の
無
い
人
に

対
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
鳩
巣
に
、
懶
斎
に
関
す
る
情
報
を
求
め
て

い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
②
で
鳩
巣
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

藤
井
懶
斎
、
直
清
も
ま
た
そ
の
人
を
聞
く
。
こ
の
地
に
、
京
師
よ
り
仕
ふ
る
も

の
あ
り
。
素
よ
り
懶
斎
を
識
り
、
直
清
の
為
に
そ
の
人
と
為
り
を
語
る
。
言
あ

り
徳
あ
る
の
一
隠
君
子
な
り
。
孟
子
、
王
を
以
て
斉
・
梁
の
君
に
説
く
。
而
し

て
懶
斎
は
心
に
こ
れ
を
慕
ふ
。
そ
の
言
、
条
理
あ
り
。
今
具つ
ぶ
さに

録
す
る
克あ
た

は
ず
。

常
に
居
家
し
、
慨
然
と
し
て
曰
く
、「
江
都
も
し
命
あ
り
て
隠
士
を
召
さ
ば
、

行
に
老
死
す
と
い
へ
ど
も
必
ず
往
き
、
江
都
に
至
り
、
一
た
び
こ
の
義
を
以
て

陳の

ぶ
れ
ば
、
ま
た
足
れ
り
。
一
言
の
後
、
も
し
在
京
の
縉
紳
こ
れ
を
聞
か
ば
、

舌
を
断
た
る
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
悔
ゆ
る
こ
と
な
し
」
と
。
こ
れ
足
下
の
言
議

を
断
つ
所
に
し
て
、
而
も
彼
は
乃
ち
平
生
の
志
、
こ
こ
に
あ
り
。
思
ふ
に
足
下

こ
れ
を
聞
か
ば
、
必
ず
大
い
に
こ
れ
を
悪に
く

ま
ん
。

鳩
巣
が
提
供
し
た
懶
斎
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
京
都
か
ら
来
た
人
物
が
語
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
懶
斎
は
孟
子
が
宣
王
・
恵
王
に
王
道
を
説
い
た
事
を
慕
っ
て
い
た
。
そ
し

て
江
戸
幕
府
か
ら
招
か
れ
、
幕
府
に
一
言
申
し
述
べ
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
。

そ
の
た
め
な
ら
、
死
ん
で
も
、
京
都
の
公
卿
か
ら
舌
を
断
た
れ
て
も
悔
い
が
な
い
、

と
考
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
述
べ
た
鳩
巣
は
、
木
斎
が

こ
れ
を
知
れ
ば
か
な
ら
ず
憎
む
に
ち
が
い
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
懶
斎
の
江
戸
幕

府
へ
の
志
向
を
指
摘
し
て
い
て
興
味
深
い
。

　
『
前
編
鳩
巣
先
生
文
集
』
に
載
る
②
の
書
翰
は
こ
れ
で
終
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、

別
本
で
は
次
の
よ
う
な
文
が
続
く
。

懶
斎
、
年
八
十
余
。
子
あ
り
、
団
平
と
曰
ふ
。
卓た
く

犖ら
く

に
し
て
兵
を
喜こ
の

み
、
好
ん

で
天
下
の
形
勢
を
説
く
。
そ
の
父
は
、
操
軒
・
惕
斎
と
理
学
の
友
た
る
が
、
而

も
団
平
は
深
く
父ふ
し

執ゆ
う

の
悪
む
所
と
な
る
。
然
る
に
団
平
は
以
て
意
と
な
さ
ず
。

懶
斎
も
ま
た
禁
ぜ
ず
。
…
…
中
略
…
…
団
平
は
父
と
同
じ
く
仁
和
寺
の
傍
に
居

す
。

　

木
斎
が
誤
解
し
て
い
た
懶
斎
の
年
齢
を
訂
正
し
た
あ
と
、
次
男
・
象
水
（
団
平
）

の
人
と
な
り
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
象
水
は
兵
学
や
天
下
国
家
を

論
じ
る
事
が
好
き
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
父
執
（
父
の
友
人
）
に
嫌
わ
れ
て
い

た
も
の
の
、
象
水
は
気
に
掛
け
ず
、
懶
斎
も
と
く
に
禁
じ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

③
の
木
斎
書
翰
は
、
鳩
巣
か
ら
提
供
さ
れ
た
懶
斎
父
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て

の
返
事
で
あ
る
。
懶
斎
に
幻
滅
し
た
様
子
が
明
ら
か
で
あ
る
。

か
の
懶
斎
、
老
い
て
死
せ
ず
。
こ
れ
も
ま
た
一
賊
の
み
。
然
る
に
平
日
、
そ
の

人
と
な
り
を
聞
き
、
又
孝
子
伝
、
諫
諍
録
を
観
る
に
、
甚
だ
美
と
す
べ
し
。
惜

し
い
か
な
。
知
見
一
た
び
差た
が

ひ
て
、
終
に
か
く
の
ご
と
き
の
乱
賊
に
至
る
。
こ

の
老
漢
、
こ
れ
を
聞
く
も
、
堅
く
執
り
て
変
ぜ
じ
。
然
れ
ど
も
万
一
こ
れ
を
聞

き
、
そ
の
志
を
易か

へ
、
そ
の
説
を
改
む
れ
ば
、
則
ち
こ
れ
ま
た
本
邦
神
化
の
一
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藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
四
）　　
　

勝
又　

基

な
り
。
縁
あ
ら
ば
、
則
ち
高
明
そ
れ
忠
告
せ
よ
。
そ
も
そ
も
か
の
懶
斎
、
孔
朱

の
道
を
学
べ
る
に
、
而
も
こ
の
言
あ
る
は
、
則
ち
何
ぞ
や
。
窃
か
に
謂お
も

ふ
に
、

い
は
ゆ
る
新
民
経
済
な
る
も
の
を
学
び
、
覚
え
ず
、
功
利
の
説
に
陥
れ
る
な
り
。

　

鳩
巣
と
木
斎
と
の
や
り
と
り
の
中
で
懶
斎
が
批
判
の
的
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
懶

斎
の
幕
府
に
す
り
寄
ろ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
幕
府
に
一
言
申
し
述
べ
た
い
と
い

う
懶
斎
は
「
功
利
の
説
に
陥
」
っ
て
お
り
、
万
が
一
彼
が
心
を
改
め
れ
ば
、
そ
れ
が

「
本
邦
神
化
の
一
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
懶
斎
の
預
か
り
知
ら
ぬ
所
で
、
後
の
世
代
の
儒
者
た
ち
に
よ
っ
て

懶
斎
評
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。
懶
斎
は
山
崎
闇
斎
に
学
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
闇

斎
学
派
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
も
多
い
。
し
か
し
彼
に
公
卿
よ
り
幕
府
、

と
い
う
よ
う
な
江
戸
よ
り
の
一
面
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
従
来
の
懶

斎
観
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
興
味
深
い
。
そ
し
て
そ
の
事
が
後
代
の
儒
者
た
ち
に

批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
江
戸
時
代
の
幕
府
と
天
皇
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
見

逃
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
前
号
ま
で
の
追
補
》

※
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）【
満
田
懶
斎
と
の
混
同
】
の
項
末
尾
に
、
つ
ぎ
の
文
章

を
加
え
る
。

　

な
お
、『
揖
保
郡
地
誌
』
八
四
七
頁
に
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
出
し
た
。

　
　
　
　

○
満
田
古
文

満
田
古
人マ
マ

は
揖
保
郡
正
条
村
浄
栄
寺
の
子
な
り
。
幼
に
し
て
常
な
ら
ず
。
経
書

一
た
び
教
授
せ
ば
、
誦
せ
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
。
本
多
甲
斐
守
政
朝
、
龍
野
城

主
の
時
（
自
元
和
三
年
至
寛
永
四
年
）
伊
保
川
に
漁
猟
し
て
正
条
に
至
る
時
に
、

古
文
、
書
を
懐
に
し
て
水
辺
に
遊
ぶ
。
政
朝
之
を
奇
な
り
と
し
て
、
船
中
に
呼

び
て
之
に
問
ふ
に
、
能
く
古
文
真
宝
を
暗
誦
す
。
政
朝
感
称
し
て
措
か
ず
。
因

り
て
命
じ
て
古
文
と
名
く
。
時
に
年
八
歳
な
り
。
後
年
林
学
士
道
春
の
門
人
と

な
り
、
学
業
大
に
進
み
、
名
遠
近
に
聞
ゆ
。
禄
三
百
石
を
得
て
本
多
侯
に
歴
任

す
（
龍
野
誌
）。
文
集
等
あ
り
。
元
禄
四
年
辛
未
八
十
一
歳
に
て
姫
路
に
卒
す
。

其
子
意
春
、
家
業
父
に
勝
る
。
子
孫
今
に
本
多
家
に
仕
へ
て
下
総
古
河
に
住
す
。

今
正
条
の
西
山
に
浄
栄
寺
の
塋
域
あ
り
。
其
傍
に
古
文
の
墓
石
あ
り
。

満
田
懶
斎
の
生
ま
れ
が
揖
保
郡
（
龍
野
藩
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
家
系
、
幼

年
時
の
逸
話
、
号
「
古
文
」
の
由
来
、
没
年
、
墓
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
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